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経済学研究 47-2
北海道大学 1997.9

オランダニドイツ国境地域における綿工業の形成と発展(1830・1914)
トゥウェンテ・アハテルフック=西ミュンスターラント・ベントハイム伯領

石坂昭雄

1.はじめに

オランダ=ドイツの国境地帯の一角の両側，

オラン夕、側ではアールテン Aaltenからオル

デンザーノレOldenzaalまでの， トゥウェンテ

二アハテルブック Twente-Achterhoek， ドイ

ツ側では，ボーホルト Bocholtからノルトホ

ルン Nordhornにいたる，ヴェストブアーレ

ンの西ミュンスターラント Westmunster land 

および旧ハノーヴァー州の〈ベントハイム伯領〉

Grafschaft Bentheim は， ["綿業街道」

Bauwollstraβeと称せられるように，エンスへ

ーデ Enschedeとグローナウ Gronauの2大

綿業都市を中核として，綿業地帯が急激な勃興

を遂げ，すでに第一次世界大戦前には，ヨーロ

ツパ屈指の地位にまで上った。

もともとこの地帯は，言語(低地ドイツ語)， 

宗教(カトリック)などの文化的要素も，農業

=土地制度(砂質の痩せた土壌，一方での大農

経営ないし大土地所有，一子相続制度の存続の

もとでの，移しい零細小屋住農民の堆積)も共

通し，その基盤の上に中世末から農村麻織物工

業が展開していた。しかし， 16世紀末から，オ

ラン夕、共和国とミュンスター司教領と極めて対

照的な国家に分れ，ナポレオン時代の極く短い

統合を除けば，その後もまた，一方はオランダ

王国，他方はプロイセン王国(一部はハノーヴ

ァー王国)，そして1871年以降はドイツ帝国とに

組み入れられた。そのため，それぞれの国家の

中心からは遠く離れた辺境に位置したとはい

え，国の経済政策，とりわけ保護関税と圏内・

植民地市場をめぐる状況に強く影響され，この

両地帯の間では，その工業的発展のテンポや工

業地帯の社会構造には，次第に少なからぬ差異

が生じた。

この，すでに18世紀に起源を有する，両国に

跨がる綿業地帯のうち，まず， トゥウェンテ地

方は，中継商業や海運の優位にたつオラン夕、で

は数少ない農村工業地帯であったのみならず，

しかもその発展を担った企業家層が， 16世紀か

ら，戦乱を逃れ信仰の自由を求めて，フランド

ルやヴェストファーレンの諸地域からトゥウェ

ンテに移住して，強力ななコロニーを築きあげ

たメンノー派であり，やがて彼らのなかから輩

出した企業家たちが，国境の両側で活躍したこ

とでも注目に価する。そして，この農村工業を

基盤としながら，イギリス綿業の競争圧力に耐

え抜き， 1830年以降，ジャワの植民地市場に支

えられながら， 1870年噴までには，ともかくも

国際競争に堪えうる機械制大工業を確立して，

オランダの紡績や織布の殆どをここに集中し

た。その後，自由貿易体制のもとで，国際分業

の利点を活かしつつ，輸出工業としての地位を

確立したのである。それにたいして，国境のド

イツ側では，漸く 19世紀末葉になってから，と

りわけルール地方の工業化の進展にともなう綿

製品市場の拡大と，保護関税の強化に支えられ，

しかも隣接したトゥウェンテからの企業家，資

本，そして労働力の移入の援けを借りつつ，綿

業が本格的に発展を遂げた。こうして，ヴェス

トファーレンの麻織物工業地帯の大部分が一一

ビーレフェルト(旧ミンデン・ラーフェンスブ
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ノレク伯領)など極く一部の高級麻織物工業が生

き残ったほかは1)一一衰退と再農業化の苦閣の

路を歩んだのにたいして，交通の便にも恵まれ

ないこの一角のみが，綿業に転換しつつ工業化

に成功しただけではない。とりわけ1879年のピ

スマルク関税実施以降，この地域は，新たにド

イツ領となったアルザスを含め，すでにいくつ

もの有力な綿業地帯が競い合っているなかで，

第一次世界大戦までの聞に，一挙にドイツで5

指のうちに挙がる大綿業地域のひとつとなるほ

どの目覚ましい発展を見せた。しかも， ドイツ

最大企業のへリット・ファン・デ、ルデ、ン社を始

第 1表 トゥウェンテ=茜ミュンスターラント

綿業の発展の比較

Twente Westmunsterland 

紡錘数 力織機台数 紡錘数 カ織機台数

1829 10，000 
1833 22，500 
1855 600 2 
1857 38，000 2，286 
1861 41，000 7，960 59，900 1，317 
1867 162，150 
1870 130，000 1，600 
1887 204，000 13，397 
1895 508，000 16，000 
1910 450，244 27，499 
1914 2，041，825 33，828 

Lassotta (1989) ，12. 

第 2表 西ミュンスターラント=ベントハイム伯領の綿業の分布

1895年 1913年

紡錘数 織機台数 紡錘数 紡績労働膚数 撚糸錘数 撚糸労働者数 総錘数 織機台数 織布労働者数

Borghorst 33，000 670 73，000 767 2，500 75，500 484 74 

Burgsteinfurt 20，480 25，500 302 4，500 9 30，000 

Dulmen 。 179 50 50 1，956 1，032 

Emsdetten 167 11，544 118 11，544 394 201 

Gescher 440 35，216 l初 35，216 836 355 

Greven 272 55，992 493 55，992 1，197 591 

Gronau 189，439 1，872 611，546 4，609 175，904 459 787，450 1，450 604 

Epe 131， 336 805 14，500 21 145，836 1，162 535 

Nordwalde 5，600 59 5，600 

Ochtrup 37，492 750 36，492 278 7，890 20 1，353 558 856 

Rheine.Stadt 125，950 2，037 319，626 1，522 730 13 320，356 3，451 1，263 

Rheine.Amt 88，500 359 204 88，704 2，574 997 

Stadtlohn. 
796 10，000 68 10，000 1，636 640 

Wessendorf 

その他のミュンスター
3，115 5，712 2，651 

商工会議所管内

Bocholt 75，000 5，865 218，188 23，365 241，553 9，884 

ミュンスター県総計 481，361 15，994 1，607，216 9，675 226，243 529 1， 833， 459 28，828 

Nordhom 16，000 744 209，000 400 209，400 4，620 

Schuttorf 32，000 925 42，000 42，000 2，030 

Bentheim 279 450 

西ミュンスターラン
529，361 17，942 1，858，216 226，643 2，084，859 35，928 

ト=ベントハイム総計

Kotter (1951)， 35;Simonetti (1921)， 135;Rieger (1913) ;Butke (1939).なお1895年のBentheimには， Gildehausの織機80台を含む.

1)ヴェストアァーレンの農業=土地制度については，

肥前(1991)。ビーレフェルトを中心としたミンデ

ン=ラーフェンスプルク伯領については，馬場

(1997)を参照。

め，他地域に比べてはるかに大規模で最新技術

を活用した有力企業が続々誕生し，企業錘数で

は10倍以上に急上昇を遂げたのである。(第 l

表，第2表，第3表)
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第 3表 トゥウエンテ=茜ミュンスター地方

綿工業従事者 (1911年)

トゥウェンテ 西ミュンスター地方

工場数 従業者 従業者

綿紡績 12 3，640 11，524 
純綿織布 33 16，855 13，175 
綿混織 9 2，070 

白地綿製品 13 881 
衣服 3 93 
合計 23，539 24，699 

出典:Erwijn(1912) ，286-296，373-85 

このように，この地域は，工業化の比較史的

研究，とりわけ地域工業化あるいは国際的工業

地帯形成と発展の比較研究のうえで，非常に興

味深い事例を提供している。

本稿は，こうした，様々の観点から重要なが

ら，これまで，わが国ではドイツ経済史やオラ

ンダ経済史のそれぞれの枠内では勿論，国境を

越えた全体としての分析も十分に行われてこな

かったこの工業地帯を，国際工業地域のひとつ

の重要な事例研究として取り上げることにした

い。ただし，この複合地域についての研究は，

比較的蓄積されているとはいえ，同時点や同一

基準の統計や資料の史料の入手加工には，まだ

様々の困難な問題が残されているし，経営史的

研究の進展状況も企業や都市によってまだ精華且

さまざまである。それゆえ，本稿はとりあえず，

これまでの研究成果を総合した中間的総括を提

示するにと止めたい 2)。

11. トゥウェンテ綿業の勃興と展開

オランダのオーヴェルエイセlレ州の東端の，

ドイツに接するトゥウェンテ郡と，隣接のへン

ルダーラント州の『奥地.1Achterhoekは，オラ

ンダ独立戦争のなかで， 1623年までスペインの

占領下におかれ，その歴史的経緯から，現在ま

2 )西ヨーロッパの国境地域における工業地帯の形成と

展開の全体の概観は，石坂(1994)。また，この国際

工業地帯の発展の形成と展開についは， Kotter 

(1951) ，Kersting(1958) ，Adelmann(1969) ，Schur-

en(1985)などを参照。

でなお，カトリック人口が圧倒的比重を占めて

いる。また，この地味の劣る砂質土壌の地域で，

しかも貴族や教会領，市民の大土地所有のもと，

零細土地所有農民ないし借地人 keuterの比

重が高かったことから，すでに16世紀から亜麻

の自家栽培による農村麻織物工業が始まってい

た。このトゥウェンテ地方は，北西ドイツのミ

ュンスター地方やオースナブリュック地方の諸

領邦から連なる農村麻織物工業地帯のはずれに

あたり，麻織物や麻糸をオラン夕、のハ-}レレム

で漂白して，アムステルダムやロッテルダム経

由で輸出するための通商路に位置していた。ま

たこの地域には， 1520年噴から再洗礼派(メン

ノ一派)の移住が始まり，次第に厳格な教義を

守る「フランドlレ派jの強力なコロニーが形成

されるようになったが，その生業は何よりも麻

織物工業であった。この地域の教団の言い伝え

では，その祖先はフランドノレの麻織物生産者と

されてはいるが，史実としては確認されていな

いし，独立戦争期には，スペイン側とオランダ

連邦共和国との争奪が繰り返されたこの地方で

は，信仰の自由は保証されうべくもなく，その

彼らが安住の地をえたのはオラン夕、による奪回

(1623年)以降のことである。その後，とりわ

け， 1636年のミュンスター司教領を始め西ドイ

ツで迫害が繰り返されるなか，各地のメンノ一

派がここに逃れ，そのなかからプレイデステイ

ン家 Blijdesteinやテン・カーテ家 TenCate 

など，やがて19世紀の工場主の系譜に連なる企

業家層が輩出することになる九

さて， トゥウェンテ地方が，他のヴェストア

ァーレンの農村麻織物工業地域に先んじて，綿

業に転換したのは， 18世紀に入ってからのこと

で，それはイギリスの関税がヨ|き上げられ，ま

た，植民地市場でも，他の輸出麻織物工業地域，

とりわけシュレージエンとの国際競争が激化し

3) S1icher van Bath (1957)，石坂(1971)。主要なトゥ

ウェンテのメンノー派の家系についは，Mennonite 

Encyclopedia (Scottdal巴， 1987)のTwente，Ten 

Cate， Blijdestijn， Van Heekなどを参照。
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たためであった。もともと原料の亜麻を自給で

きない，不利な立場にあったこの地域は，ボン

ノfジン Bombasin，Baumseide，bombasijn [フ

ユステインfusteinJ(経糸に亜麻糸，緯糸に綿糸

の交織で，独立戦争時代にフランドルの亡命者

が，ライデン=アーメルスフォールトやヴェー

ゼルなどにもたらして以来，都市工業として発

達してきたもの)に転換し，オランダ内では，

18世紀後半には，これら都市工業を圧倒するに

いたった。そして， 18世紀末にはジェニー紡績

機の導入も始まっていた。しかし，その綿業の

発展と機械制大工業への移行は，オランダとミ

ュンスターラント全域がフランス帝国に編入さ

れたのが， 1810年とかなり遅く，その広域市場

開放の恩恵も殆ど事受できなかったこともあっ

て，ヨーロツパ内の他の地域，いなドイツのラ

イン地方と比べても停滞していた4)。

さて，ナポレオン戦後，この地域は〈連合ネ

ーデlレラント王国>(現在のベネルックス 3国)

とプロイセン王国({ベントハイム伯領〉はハノ

ーヴアー王国)と，再び分断されたが，最初そ

の打撃が大きかったのはドイツ側であった。連

合ネーデlレラント王国の経済政策は，フランス

と比べればはるかに自由貿易的ではあったが，

それでもその領域に編入されたベルギーからの

圧力でト1816年に綿製品への高率輸入関税(12-

45%) を導入せざるをえなかったし， 26年これ

を重量税に転換した結果，中下級の綿製品の税

率は20一70%にも上った。こうしたなかで， ド

イツ側の綿業企業(ライン地方も含め)のなか

には，ボーホルト Bocholtのドリーセン

Firma Peter Driessen & Sδhneのように，

1826年に20名の織布工ともども，伝統的な輸出

中継基地であるオランダ側(アールテンAalten)

へ移転したり，系列企業を設置した例も多かっ

た5)。しかし，このネーデルラント王国の時代，

圏内にはヨーロッパ大陸有数のへント(ベルギ

4 )石坂 (1971)
5) Westerhoff(1984) ， S.18-20，44-48. 

一・東フランドル)の綿工業地帯が，すでにナ

ポレオン時代の末期に13万錘を擁し，戦後はイ

ギリスや，アルザス，エルパーフェルトなどの

激しい競争に苦しめられていたから，政府の一

連の政策の対象もここに向けられた。新王国が

イギリスから返還されたオラン夕、領東インドと

の貿易を再興するため，かの「オランダ通商会

社JDe Nederlandsche Handel-Maatschappij 

を設立し(1824年)，植民地物産の対貨となる綿

製品を圏内の綿工業から優先的に買い付け始め

たときも，その恩恵を受けたのはフランドルに

限られていた 6)。

しかし1830年にベルギー独立によって，へン

トを失った「オランダ通商会社Jの国産綿製品

輸出は激減し(第 1図)，同社はこれに代わるも

のとして急謹トゥウェンテで綿工業の育成を計

った。しかし，当時のトゥウェンテには，蒸気

力紡績工場は， 1830年に設立されたばかりのア

ルメロのホフケス社 Hofkes& Co. (へント製

の252錘のミューノレ機13台)のみであった。そこ

で， rオランダ通商会社」は，かつてミュルーズ

で紡績機械製作に従事した，イギリス人技術者

ディクスン JobDixonを招き， 1833年に彼を

工場長として，本格的な蒸気力による太糸の機

械紡績である「エンスへーデ綿紡績株式会社J
N. V. De Enschedesche Katoenspinnerijがス

タートした。

しかし，最初は，綿糸の供給は極めて不十分

で，圧倒的にイギリスに頼らざるをえなかった。

さらに， rオラン夕、通商会社」は，ジャワで求め

られているキャリコや縞織物の手織りをも改め

て組織しなければならなかったのであり，フラ

ンドルのシント・ニクラース St.Niklaasから

へンゲロー Hengeloに移住した企業家ドゥ・

マーレ CharlesDe Maereが縞織物の生産を

開始し，また「オランダ通商会社」は，すでに

アルメロのメフケ社L.A.Mofke機械織布工

場で，改良式の糸巻機を導入したイギリス人織

6 )石坂(1971)
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第 1図 オランダの対ジャワ綿製品輸出
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布工エンスワース ThomasAinsworthを教師

として， 1833年織布学校をホール Goor (また

1834年からトゥウェンテやへルダーラント各地

に分校)に設置して， 1836年までに 5~6 ， 000人

の飛梓付手織機(在来の手機に比べて 3倍の性

能)による織布工を訓練しながら，イギリス綿

糸による綿布生産を組織した。こうして，オラ

ンダの綿製品の生産とジャワへの輸出は急速に

伸び，隣のドイツのミュンスター地方からも，

多数の手織工がトゥウェンテに出稼に赴いてい

た7l。しかし，オランダ側では，石鹸や泥炭，石

7) Boot (1935)， Hfd.2; Boot/Blonk (1958)， 108v.， 
105; Mansveld (1924)， 1， 121， 259， 267. 
Ainthworth (1925);原島(1985).Dixonについて
は， Van Schelven (1971)， Ainsworthについては，
Henderson (1965)， 199.この新型織機は，これまで
の1分間の竣打ちを27から60に引き上げた。ホール
の本校は， 85人ずつの11-16歳の少年少女を 4カ月

訓練した。なお分校としては， Borculo， Denekamp， 
Delden， Diepenheim， Enter， Haaksbergen， Hen-
gelo， Holten， Kampen， Losser， Neede， Oldenzaal， 
Rijssen， Vollenhoven， Westervlierがあった。

年
Boot(1935) ，passim 

炭への消費税の負担に悩まされ，また綿糸の輸

入関税はドイツに比べれば高いとはいえ， ドイ

ツ経由での密輸入も含めてイギリスの競争は厳

しく，紡績企業の新設も， 1850年代以降であり，

力織機も 1846年にようやく始まったが， 1861年

にはわずか3，000台に止どまっていた 8)。

こうしたなかで，これまでのオランダ側に有

利な状況に変化が生じたのは1840年代後半であ

る。すなわちオランダが1845年以来自由貿易に

転換して，特約買い付けも廃止され，また東イ

ンドへの輸出もジャワの凶作で大きく縮小した

のにたいして(第 1図)， 1843年以降の，とりわ

け1847年のドイツ関税同盟の綿製品関税の引き

上げが， トゥウェンテ産の綿製品や太糸のドイ

ツへの輸出にひとつの障害を謀し，他方でよう

やくドイツ圏内市場，とりわけルール地方の工

業発展による需要の拡大が見込まれてきた。そ

こで， トゥウェンテの企業家の一部は，後述す

8 )第 l表参照。
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るように，この関税障壁を乗り越えるべく，す

でに国境のすぐ向こう側， ドイツ領のグローナ

ウやノルトホルンに分工場や織布企業を進出さ

せていた。

しかし， 1860年代には， トゥウェンテの綿紡

績業も，綿花飢謹の危機を過ごしたあとは、よ

うやく本格的発展を始め， トゥウェンテの現地

の資本による紡績や織布の新企業のみならず，

ホラントなどの外部の資本も参入し，錘数総計

も， 1861年から67年に 4万から14万錘に，力織

機も 2千から 8千台へと増加し，綿糸輸出もド

イツを中心に，輸入の 6割(重量)にまで成長

した 9)0 (第 2図)

このオランダ側とドイツ側の発展のテンポが

決定的に逆転するのが， 1879年のピスマルク関

税の導入であった。そのため，オラン夕、からの

9) 19世紀前半の西ミュンスターラントやベントハイム

イ白領の綿業については， Rohling (1923) ; Erdelen 

(1921) ;Butke (1939) ;Teuteberg (1980) ;Wich巴r-

mann (1992) . 

B.撚糸

輸入

26 
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20 

18 

16 

6 

0 ト十寸弘司~
1867-76 77-86 87-96 97-1906 1906 

Erwijn(1912)， 

輸出

綿糸輸出は激減したが，他方で，とりわけライ

ン=ヴェストファーレンの石炭や重化学工業の

目覚ましい発展が，関税障壁に守られた新しい

ドイツ国内の大市場を保証することになった。

こうしたなかで， トゥウェンテのオランダ綿業

企業は，国境のすぐ向こうのグローナウにすで

に進出していた企業も含め，新規の大規模な投

資によって，この大市場の恩恵を活用しただけ

でなく，自らは綿糸関税を廃止して，ドイツか

らの太糸の大量輸入に切り換えた。そして，国

際分業の利点を活用しながら，織布に比重を移

した。 1913年当時，オランダは，その綿紡績錘

数は，スイスの100万，ベルギーの150万に比べ

て50万と少なし国際競争に堪えうる企業のみ

に限定されている。他方，織機台数では，ドイ

ツ全体の1/6に及んでいたが，その綿糸消費のう

ち 5割は輸入品であり，勿論細糸を中心に，

イギリスが価格にして 6割を占めているが，ド

イツ(殆どがグローナウ)からの輸出もその太

糸を中心に 2割に達した。(第4表，第5表)オ
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第 4表 オランダの綿製品貿易

1913年 単 位 Gulden

|綿製品輸出|綿製品輸入|綿糸輸出|綿糸輸入

蘭領東インド 134，490，7111 4，3521 673，7921 1，508 

イギリス 110，3ω，903117，880，1181 686，929129，507，869 

ドイツ 1 7η，7791 7，2η，7961 2，311，781113，129，778 

ベルギー 113，452，7131 1，865，3821 1，143，5331 5，733，670 

その他 117，7ω，212 1 1幻，6701 1，876，1031 845，5η 

合 計 176，730，318127，1必，31816，692，1貯 149，218，3釘
Koninkrijk der Nederlanden， Departement van Financien， 
S切tistiほkvan ln-，αt-en Doo悶 oerover het jc国 r1913 
('sトGravenhage，1914). 

第3図 オランダ綿製品輸出総額 (1
1
)0J，.0;:ン)
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ランダ綿業は，こうして，綿布(一部は混織布)

に重点を移し，その総生産の 5割を輸出したが，

その市場も，かつて1890年代まで圧倒的比重を

占めた，ジャワ向けの白地綿布の比重が大きく

低下し，代わってイギリスやベルギーなど自由

貿易国や世界各地向けに色物の輸出市場を開拓

していった。(第3図，第4図)
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第4図 オランダ綿製品輸出(国別)
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第 5表 オランダ=酉ミュンスター地域
綿製品生産 (1913年)

単位:kg

オランダ原綿純輸入局 36，177.0 
一紡績損耗(8%) -2，500.0 
オランダ綿糸生産 33，677.0 
オランダ綿糸輸入 35，438.0 
オランダ綿製品総生産 69，115.0 
オランダ綿製品輸出 37，637.0 

西ミュンスター綿糸総生産 74，000.4 
西ミュンスター綿製品総生産 57，484.8 
残 量 16，515.6 
対オランダ輸出 10，941.5 

グロナウ綿糸生産 19，240.1 
グロナウ綿製品生産 2，320.0 
残 量 16，920.0 

注)西ミュンスター綿製品生産は，カ織機 1台あた
りl，600kg

出典;オランダ原綿輸入量は， Kerstesz (1913)， S 
339;ヴェストファーレンは， Dohrmann 
(1924) ，S.58 

III.西ミュンスターラン卜=ベントハイム伯領

1.1879年までの展開

オランダに接する，西ミュンスターラント(エ

ムス川以西)とハノーヴァー州のベントハイム

伯領は，すでに述べたように， 19世紀末から20

世紀初頭にかけて，合わせて200万錘を擁するド

イツの 6大綿業中心地のひとつへと急成長を果

たしたが，その中心，紡績錘数で1/3を占め，ま

た撚糸生産の殆どを占めていたのが，オラン夕、

との国境に接するグローナウで，しかもその生

産もオラン夕、系 6社に集中していた。さらに，

ライネ Rheine，ノノレトホルン Nordhorn，ボー

ホルト Bocholtの3中心が環状にこれを囲み，

その聞に多数の中小の中心，とりわけ，織布工

場がちりばめられている。(第 2表)

この地域は， トゥウェンテや他のヴェストフ

アーレン諸地域と同じく，零細農業経営と亜麻

栽培と結び付いた農村麻織物工業地域であり，

19世紀に入つでもなおオランダ経由の海外への

輸出に依存していた。しかし，すでに19世紀初

頭以来，機械生産による綿工業の厳しい競争に

加えて， 1831年のオランダの関税引き上げによ

って，良質の亜麻を自給できないこの地域の麻

第 B表オランダ織機台数 (1911年)

地域 純綿 混織 合計 比率

トゥウェンテ 24，945 3，065 28，010 80.06 

ヘルダーラント 1，070 853 1，923 5.50 

その他 3，925 1，130 5，055 14.45 

合計 29，940 5，048 34，988 100.00 

出典;Erwijn(l912) ， 294-6. 

織物工業もその展望を失って，その生き残りの

ためイギリス産の綿糸を緯糸に用いたボンパジ

ン，さらに綿布生産へと転換していった。すで

にボーホルトは， 17世紀からヴェーゼルの技術

を移転して，都市ツンフト工業としての伝統を

持っていたが， 19世紀に入って，ドリーセン

Gebr. Driessenをはじめ手工業者やユダヤ人

も含めた商人のなかから問屋制家内工業を展開

するものが輩出した。さらにその影響下で，同

じく農村麻織物取引の中心地であったライネ

Rheineでも，麻織物の巡回買入商人 Todder

であり，従兄弟にあたるボーホルトのドリーセ

ン商会 P.Driessenの許で修業したキュンパー

ス Carl Kumpersが，オラン夕、のアンクム

Ancum (ズウォレ近郊)の土地所有者で地方裁

判所の判事試補としてライネに赴任していた，

ティンメノレマン Jan Friedrich Timmerman 

の出資を仰いで，綿織物生産に乗り出した。そ

してハノーヴァー領のベントハイム伯領でも，

ノイエンハウス Neuenhaus，ユーノレセン Uel-

sen，シュツトルフ Schuttorf，ギルデハウス

Gildehaus，ベントハイム Bentheimに農村綿

織物工業が展開していた。しかし，そのなかで

も，ノルトホルンには， 1839年にエンスへーデ

からストロインク羽Ti1lemvan Stroinkが，ト

ゥウェンテから20台の新式織機と熟練織布工を

つれて移住して，その後の綿工業都市の礎を築

いた。

しかし， トゥウェンテに比して，その発展が

停滞し，機械制綿紡績業の導入も進まなかった

西ミュンスターラント=ベントハイム伯領で

も， ドイツ関税同盟の結成と， 1843年以降の，

とりわけ1847年の綿製品関税の引き上げが，ひ
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とつの刺激となって， 50年代初頭からようやく

小規模ながら紡績工場の設立が見られ，同時に

トゥウェンテ側からの企業進出が盛んになっ

た。

すでに1844年に，まず， Iエンスへーデ?綿紡績

会社」が，国境に接したグローナウに3，000錘の

分工場(民衆から『大蒸気』 “Groote Stoom" 

と愛称されていた)を設け，また， 1850年に古

いメンノー派織元の家系であるエンスへーデの

テン・カーテ家L.TenCateの息子たち，ヘル

マン Hermanとランベルト Lambertが，モ

ールスキン Pilo作業場 1っと 2つのネッセlレ

織 Nessel作業場を，さらに1844年にはヨル夕、

ーンェファン・へーク社 Jordaan， V an Heek & 
Co.が，整糸場 Garnschlichterei(労働者8人)

を設立した。そして，その支配人として白羽の

矢を立てられたのが，後述するノルトホルンの

同じオラン夕、系メンノ一派の子弟で，エルパー

フェルトの高等織布学校を卒業し，さらに同地

のノイハウス=ライ社Neuhaus，Ley& Co. (ピ

ケ織チョッキ)とブレツサー商会 Bresser(綿

ズボン)のもとで修業してきた，マユー・ファ

ン・デルデン Mahieuvan Deldenで，彼が1854

年に3，000ターラーを出資して経営者となって，

マユー・ファン・デルデン社が発足し，ヨルダ

ーンとファン・へークは出資者として残った。

そして同社は1855年には，蒸気機関を設置して

屑糸(カルムックKalmuck)紡績工場を設立し，

また56年には，中古の手動紡績機を購入して通

常の綿糸生産に入った。こうして，南北戦争に

よる綿花飢鍾を，こうした低級品生産に集中し

つつ乗り切り，ょうやく 1864年に初めて自動ミ

ユーJレ機を導入する。また1865年にはテン・カ

ーテの織布企業を吸収した。同年，同社は合資

会社に改組され，ヨルダーン家は，同社から退

き，ファン・へーク家のみ共同出資者として止

まって，利益をへーク 3，デルデン 5の割合で

分配することになった10)

10) Westerhoff(1989) ; Tradition (1960) ;Wichermann 

また，ノルトホルンでも，ストロインクの岳

父で1820年からこの地で麻織物取引を営んで、い

たヤン・ファン・デ、Jレデ、ンJan van Delden (デ

フェンテル出身のメンノ一派)が，ストロイン

クと共同で， 1846年に染色場を，翌年紡績工場

を設立していた。また1852年にキステマーケノレ

Hermann Kistemakerが，ポーフェル Anton

Joseph Povelと共同で，飛竣織機による織布に

続いて紡績工場を設立した。

ほぽこの時期に，同じくライネで， 1851年に

キュンパース=ティンメルマン社が，イギリス

人ジャックスンの技術援助で，機械紡績を発足

させたし，ボーホルトでも，手動ミュール機は

すでにいろいろの企業に設置されてはいたが，

1851年にドリーセンが，蒸気力紡績工場を設立

している 11)。

しかし，全体として，この地域の綿工業は，

綿花飢僅とその後の戦時需要と変動著しい1860

年代を通じてなお停滞しており，紡績錘数でも

まだトゥウェンテに及ばなかったし，零細農民

の家内工業に依存する織布では，その低廉な工

賃が力織機の導入を妨げ， 1871年のドイツ統一

当時でも1，500台程度に止まった。(第 1表)

2. ピスマルク関税 (1879)一第一次世界大戦

1871年のドイツ統ーにより，ヨーロッパ有数

の綿工業の中心地であるアルザス(エルザス)

がドイツ領となって圏内市場での競争が激化し

たのに加えて， 1873年に始まる大不況が， ドイ

ツの綿工業を苦境に追い込んだ、。その結果， 1879

年のビスマルク関税で綿製品関税の大幅な引き

上げが実施され1九外国からの競争に一息つい

(1960) ;Wichermann (1979) .西ミュンスターラント

やぺントハイム伯領では，農村織布工は過剰であっ

たが，多くの中心地がトゥウェンテから熟練織布工

と飛俊付き新型織機を移入せざるをえなかった。

11) Dohrmann (1924)， 16-20;Kuhn (1975)， 40;Muth目

esius(1954) ， 47-50;Murfield(1935)。エンスヘーデ
綿紡績会社のグ、ローナウ進出については， Kuhnは，
子孫の文書から1850年頃という説を採っている。

12) 1879年関税については，]acobs(1907)，73， Anlage 
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た後， ドイツの綿業は，拡大してゆく国内市場

を確保しつつ再び急速な伸びを見せる。そのな

かで，最も急速な拡大を見せたのが西ミュンス

ターラントニベントハイム伯領， とりわけグ子ロ

ーナウである。 1887年には，約29万錘と，パー

デンやヴュルテンベルクにも後れを取っていた

この地域は， 1914年には，撚糸を併せて約200万

錘とドイツで1，2を争う地位に達した。その原因

としては，ちょうど1875年にグローナウ二ドル

トムントおよびグローナウ=ミュンスター聞の

鉄道が開通して，ルール地方の大消費市場およ

び石炭産地との聞の輸送の便が大きく改善さ

れ，またプレーメンに1872年に設立された綿花

取引所との輸送路が開通したことによって，ロ

ッテルダム経由に代わる綿花の輸入の経路が聞

かれたことが挙げられる。そしてビスマルク関

税以降，グローナウおよびトゥウェンテのオラ

ン夕、系企業家の積極的な企業進出と投資によっ

て，紡績錘数ではそれまで先頭にあったライネ

を抜いてこれを大きく引き離した。以下，グロ

ーナウの 6大紡績企業の誕生と成長を概観して

おきたい。(数値は第 7表参照)

2.1.グローナウ 6大紡績企業の形成と発展

(1)マユー・ファン・デルデン社 Mahieu van 

Delden & Co. 

1871年当時，グローナウではただ2つの綿紡

績業企業の一方でトあった同社は，当初は紡績の

増錘には慎重で，次ぎに述べる弟のへリット・

ファン・デルデン社の形で分社しながら，むし

ろ織布の機械化に力を注いだ。1872年に270台の

力織機が設置され，79年には720台に増設されて

いる。それにたいして，紡績では， 1883年によ

うやく 7，000錘の経糸紡績工場を設立して，これ

までのイギリスやメンへン・グラートパツノ、，

ボルクホルストからの輸入から解放された。ま

た1883年にアーハウス Ahausの「ヴ、エストフ

I関税率は，新関税表では番手によって細かく定め

られており，その引き上げ幅も異なるが，ヤコブス

は，平均で 8%が29%へと引き上げられたとしてい

る。

アーレン・ジュート紡績織布会社JWestfalische 

J utespinnerei und Webereiの設立に参加して，

弟のへリットとともに取締役となっている。そ

の後， 1889年には，綿紡糸紡績(パルへント用

及び屑糸紡績)を設けて紡績や織布から生じた

屑によって 8番手以下の太糸を生産した。さら

に90年には漂白所を， 95年に 5万錘の新紡績

工場を建設した。その後同社は，むしろ自動ミ

ュールを増設し， 1914年には， 6.5万錘をリング

と折半し，グローナウの企業としては唯一，織

布でも1，140台を備えて，その綿糸生産の大部分

を自工場内で消費し，一部は近隣やオランダに

販売した。同社の主力は32番手までであり，飼

料袋，シャツ地，パルへント，婦人服地などを

織り，厚手の製品は，主として東部ドイツのオ

ストプロイセン，ポーゼン，シュレージエンを

はじめオラン夕、，ハンガリー，バルカンなどに，

薄手のものは，南ドイツに販売されていた。

(2)へリット・ファン・デルデン合資会社 Gerrit 

van Delden & Co. 

1876年に，マユー・ファン・デルデン社の染

色部門で働いていた，弟の化学者へリット・フ

ァン・デルデンは，兄からの15万マルクとファ

ン・へーク合名会社からの 9万マルクの出資で

8，000錘の自動ミュール機を備えた紡績工場を

設立し， 1914年には， ドイツ最大，ヨーロッパ

大陸では，ナノレヴ子アのクラーンホルム綿業会社

Krahnholmer Manufaktur fur Baumwollfab-

rikate (509，280錘)に次ぐ大紡績企業(綿紡績

320，758，撚糸137，046錘)に成長し，グローナウ

の錘数の 5割を占めた。同社は，発足直後の78

年の火災で設備を消失し，その再建に当たって

は一挙に 3万錘を設置したが，その後1892年に

は6万に増大し，それ以降， 1906年には1904年

に撚糸工場を併設し， 1914年には， 14万錘を数

えた。そして1910年に大増設を行ったが，イギ

リスから最新式のリング機を導入し，またAE

G製の蒸気タービンによる自家発電と電化に成

功した。最初この紡績会社は22番手以下の太糸

を生産していたが， 1890年の第2工場と1900年
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第 7表 グローナウにおける綿紡績業の発展

企業名(設立年) 年 自動ミューJレ リング

M. van Delden 1892 
(1 8 5 5年) 1898 

1905 

1909 10，956 34，444 

1914 30，086 34，484 

G. van Delden 1892 
(1 8 7 6年) 1898 

1905 

1909 50，000 174.000 

1914 83，732 237，026 

Eilermark 1892 

A.G. 1898 
(1 8 7 9年) 1905 

1909 63，674 28，576 

1914 63，674 28，676 

Gronau 1892 

A.G. 1898 

(1 8 9 0年) 1905 

1909 19，008 57，248 

1914 18，976 97，152 

Deutschland 1892 

A.G. 1898 

(1 8 9 6年) 1905 

1909 36，472 

1914 39.832 

Westfalische 1892 

Baumwoll- 1898 

spinnerei A.G. 1905 
(1844年設立，1894年 1909 4，620 27.824 

株式会社改組) 1914 30，256 

グロナウ 1892 

合計 1898 

1905 

1909 148，348 358，564 

1914 196，558 467，426 

11その他の機種2，500を含む。 21ベール=500英ポンド=226.8kg(正味0.94)
Dohrmann(l924) ， 58. 

総錘数 撚糸

15，000 

37，000 

44，000 
47，970') 

64，570 

90，000 

100，000 

220，000 

224，000 106，000 

320.758 137.046 

22，000 

55，000 

56，356 

92，340 5，722 

92，440 6，862 

24，000 

30，000 

74，000 

76，256 9，384 

116，128 19，752 

30，000 

29，704 

36，472 4，380 

39，832 9，344 

20，000 

22，000 

30，840 

32，444 5，532 

30，256 8，922 

171，000 

247，000 

455，500'1 

509，482 131，018 

663，982 181，906 

77(213) 

原綿消費(ベール)21

5，000 

7，000 

15，000 

14，000 

13，000 

15，000 

15，000 

18，000 

16，300 

17，100 

3，500 

15，000 

15，000 

22，000 

18，943 

4，000 

6，000 
14，900 

18，800 

22，936 

6，000 

7，500 

9，370 

10，000 

5，000 

5，000 

6，500 

6，050 

5，700 

32，500 

54，000 

76，900 

86，520 

87，679 

の第3工場では60番手まで上昇し，また撚糸工

場の新設とともに，これまでイギ、リスから輸入

に仰いでいた極細糸の生産に乗り出し，エジプ

ト綿やドイツ領東アフリカ産を使用した。そし

てイギリスやイタリアとの競争に打ち勝つてド

イツ各地，とりわけパルメンニエルパーフェル

ト，ザ、クセン，プラウエンなどの，手袋，靴下，

レース，薄地カーテン用に販路を確保し，また

1913年ガス糸生産を開始した。

(3)アイラ一マルク綿紡績株式会社 Baumwoll-

spinnerei Eilermark AG.， 

さて，ビスマルク関税でオランダ産の太糸の

ドイツへの輸出が極めて困難となって急落する

と，隣接したトゥウェンテの綿業企業ないしそ

れに出資していた資本家の聞に， ドイツ国境の

向こう側に進出して現地で生産し，自由貿易の

オランダに逆輸入する動きが現れた。乙うして

1883年に，エンスへーデの紡績工場主，テノレ・
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を中心に，グローナウでは初めての株式会社形

態の紡績企業が設立され，グローナウ市内でも

オランダ国境にすぐ接したアイラ一マルクが選

ばれた。それは，オランダへの輸入の便宜とと

もに，後述するようにオランダ側の豊富な労働

力を利用する意図があった。同社は，最初2万

錘，資本金45.5万マルクから出発して，その後，

増資と増設を続け， 1914年には，自動ミュール

63，764とリング機28，676，撚糸6，862錘に成長

し，上質のアメリカ綿とインド綿を用いて， 50 

番手までの綿糸を生産し，殆どをオラン夕、へ販

売したほか，一部の綿糸をハノーヴァーのコン

テイネンタル・ゴム=グッタペルカ会社へ，撚

糸を「カツセル帆布織布会社」に販売した。

(4)グローナウ綿紡績株式会社 Baumwollspin-

nerei Gronau，AG. 

この成功に刺激されて， 1890年にヤニンク

Arnold J anninkとヨル夕、一ン Willem Jor-

daanが資本金80万マルクで設立したのがこの

会社であり，翌年115万マルクに増資されている

が，第 2工場の増設は1896年のことで， 1897年

にはリングの第3工場 (5.7万錘)が建設され，

後1910年に同工場は電化され，リングは97，152

錘へ増加した。同社は，ほぽ50番手までの経糸

と緯糸を生産し，その販路はオランダと圏内に

限られていた。

(5)ヴェストファーレン綿紡績会社 Westfalis-

che Baumwollspinnerei 

この会社は，もともとは1844年に進出してき

た，かの「エンスへーデ綿紡績会社J分工場の

後身で， 1864年に本社が解散した際に，ヨルダ

ンネ土 Jordaan & Co. (ウイ Jレレム・ヨルダーン

のほか，ノルトホルンのストロインクとドゥル

P. H. Dullが参加)に譲渡されたが，同社も

1870年に解散して，ブレンマ一社 Bremmer& 
Co.となって，ストロインクが共同経営者となっ

た。 1879年ブレンマーが退社し，ヨルダーン

羽TillemJ ordaanとストロインク JanStroink 

による新会社となって， 1883年新工場をディン

ケル川の近くに新設した。 1894年には株式会社

に改組された。同社は 3万錘のリングによって

32番手までの緯糸を生産し、また撚糸 9千錘を

備えていた。

(6)ドイツ綿紡績株式会社 Baumwollspinnerei

Deutschland， AG. (アイラ一マルク)

最後に，設立されたのがこの株式会社である。

前述のウィルレム・ヨルダーンが， 1890年にス

トロインク社の専務取締役を辞任して，グロー

ナウ杜の経営を引き受けていたが， 96年に自ら

この会社の設立を主導し， 1914年のその死まで

社長の地位にあった。同社の株主は，オラング、

以外に金額で52%までも，グラートバッハ，パ

ルメンなどライン地方や同じミュンスターラン

トのドイツ人によって占められた13)。

その後.，グローナウは，ヴェストファーレン

最大の綿工業都市に成長し，技術的にもこの地

域の綿工業をリードするが，なおも，近隣の農

村のみでは工場労働者を調達できず，閏境の向

こう側のオラン夕、では，綿業の発展はテンポが

落ちていたから，その過剰人口に依存すること

ができた。すでに1894年には250人のオランダ人

労働者がグローナウに越境通勤していた。 1913

年には，グローナウ=アイラ一マルク Eiler-

markの諸工場では，その労働力の80%がオラ

ンダ人であった。しかも， 65% (5，700人中3，700

人)は，オランダ側のアラーネルブリュッフ

Granerbrugやオーヴ、アーディンケル Over-

dinkel，ロッサー Losserからの，列車や自転車

による越境通勤労働者であり，ここには，こう

した労働者の大群が流入して多数の労働者住宅

が建設され，大集落が突如出現した1ヘこれは，

プロイセン当局が国籍を取得しないオランダ人

が大量に定住するのを好まず，同様にオランダ

人も，兵役を嫌って越境通勤を望んだし，何よ

13) Dδhrmann(1924). 25-54; Kuhn(1975). 36-50; 
40;Muthesius (1954). 87-96. ドイツ紡績株式会社

の創立当時の株主名簿は， Kuhn (1975) .241. 
14) Dohrmann (1924). 6. Dδhrmann (1925/26)， 68; 

Fr巴itag(1982). 139. 
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りもオランダ側の住宅費や食糧費がドイツに比

べて割安であったことが挙げられる問。(第 8

表)こうして，グローナウ側では，住宅などの

企業内福利費や社会保障費を負担せずに，熟練

工も含めて豊富な労働力を活用し，またこの地

域のドイツ人労働者の賃金を全体として押し下

げることができた。

2.2.その{也の中心土也

最後に，ノルトホルン，ライネ、ボーホルト

などいくつかの主要な中心地について，その後

の発展を概略しておきたい。(第9表)

まず，グローナウについで綿紡績業の発展が

目覚ましく，しかも織布部門では6，000台の力織

機を擁したライネでは，この地に初めて綿紡績

業を設立した，キュンパース=ティンメルマン

の子供たちが， 1879年以降分社した 4企業(す

べて織布兼営)に加えて，そのイギリス人技術

者のジャックスンの子弟が設立した 2社，キュ

ンパースェティンメノレマン社が出資して発足

(1890年)したヴェルナー織布会社 Werner& 

Co. Webereiでトその生産の殆どすべてが占めら

れていた。なおライネでは，グローナウとは異

なり，オラン夕、側からの通勤は不可能であった

が，それでトもその労{動力として多くのオラン夕、

人労働者に依存していた16)。

それにたいして，紡績，織布ともに多数の企

業が参入して，中小規模の多数の紡績や織布企

業が多様な製品に特化していたのがボーホルト

である。ここでは，織布専業企業のみで35社を

数え，紡績 7 社も，せいぜい 1~4 万錘規模に

止まった。なお，このボーホルトでは1870年に

設立されたシューリング=へlレディング社

15)これらの， ドイツとの国境に近い町では，郵便や納

税以外では，グルデンに代わってマルクが通用して

いた。

16) Tradition (1960)， 20-29; 1887年に分離独立した，

F.A.キュンパース綿紡績=織布会社 F.A.

Kumpers Baumwollspinnerei. und羽Tebereiでは，

最初の15年の聞に雇用した労働者の実に41%がオラ

ンダ人であった。 Suermann(1989)， 57. 

第 8表 エンスへーデ/グローナウ間

食料品価格，賃金比較

グルデン(1.66マルク)

A.家賃・税金・食料等

エンスへーデ グローナウ

家賃(週) 1.95 2.10 
直接税(1，刷グルデン) 3.75 14.85 
小麦粉 1/2kg 0.09 0.11 
小麦パン 0.09 0.10 
ライ麦パン 0.05 0.09 
マーガリン 0.46 0.42 
豚 肉 0.36 0.88 
牛肉 0.42 0.45 
ベーコン 0.40 0.54 
油脂 0.42 0.60 
ノTター 0.70 0.72 
チーズ 0.16 0.24 

砂糖 0.20 0.15 
コーヒー 0.60 0.72 
茶 0.90 1.30 
タバコ 0.30 0.78 
牛乳 1リットル 0.08 0.09 
石油 0.08 0.12 
マッチ 1箱 0.075 0.15 

B.週賃金

エンスへーデ グローナウ

紡績工 15~16 15~16 

織布工 10~12 11~13 

リール工 7.50 9.00 

糸巻工 8.50 9.00 
雑用工 7.50 9.00 

Simonetti (1921).87 

Schuring & Herdingが， 1903年にドイツでは

じめてノースロップ式自動織機を設置して組ネ

ツセル織生産を開始している。ボーホルトがど

れだけオランダ人労働者に依存していたかは不

明であるが， 1910年に「へルダーラント=ヴェ

ストファーレン蒸気市街鉄道会社JGelders. 

Westfaalsche Tram-Maatschappijが設立さ

れて，リヒテンフォールデニア ルテン=ボー

ホルトLichtenvoorde-Aal ten-Bochol t聞の軽

便鉄道 Kleinbahnが開通してオランダ人の通

勤が便利となった17)。

最後に，グローナウと同じくトゥウェンテの

17) Westermann(1989) ， 44-48;Westerhoff(1984) ， 

184;Schweitzer(1978). IV，27. 
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第 9表酉ミュンスターラント=ベントハイム伯領の綿業の発展 (1887-1914)

紡績

所在地 1887 1892 1898 1905 1909 1913 

経営 錘数 経営 錘数 経営 錘数 経営 錘数 経営 錘数 経営 錘数

グローナウ 3 73.000 3 171.000 6 274.000 6 426.500 6 509.482 6 663.353 
ライネ 4 88.000 5 123.600 7 198.375 8 321.784 9 399.740 9 543.692 
ノルトホルン 1 3.000 1 14.000 1 18.000 l 24.000 3 76.072 4 193.600 
ボーホルト 2 31.000 8 43.742 8 128.384 9 160.298 9 201.692 9 228.082 

その他 6 84.264 6 149.790 11 186.200 14 335.222 15 469.138 16 511.453 

総 計 16 279.264 23 502.132 33 804.959 38 1.267.804 42 1.596.124 44 2.140.180 

織布

所在地 1892 1901 1906 1908 1913 

経営 織機 経営 織機 経営 織機 経営 織機 経営 織機

グローナウ 1 1.030 1 1.030 l 1.035 1 1.189 l 1.176 

ライネ 5 2.482 5 4.217 5 4.705 5 5.621 7 4.833 
ノルトホルン 3 600 5 1.812 5 1.888 5 3.193 5 4.620 
ボーホルト 25 3.746 46 6.713 43 7.788 46 9.048 45 9.701 
その他 29 6.658 36 12.386 42 13.843 49 17.536 51 17.634 

J口L 計 63 14.449 93 26，141 96 29.259 106 36.584 109 37.964 

Rohling (1923)， Tabellen 14-15 an 5.64 
注)本表の数字は，プレーメン綿花取引所の推計によるもので，第2表，第7表に比して過大であるが趨勢把握のためこのまま使用する。

メンノー派の移住によって綿業を移植されたノ

ルトホルンでは，グローナウとは対照的に，そ

の発展は停滞し，ストロインクニデルデン社も

1864年綿紡績から撤退した。その後は，両者は

分離して独立の織布企業を営み，主としてネッ

セノレ織のような粗布の生産に集中しており，紡

績も緯糸用の太糸に限られて，その他はイギリ

スからの輸入に頼った。このため，ビスマルク

関税以降の近隣各地の新しい展開から取り残さ

れ設備も旧式化し， 1881年には同じベントハイ

ム伯領のシュット lレフ Schuttorfのシュリッ

カー FirmaSchlikker & Sδhne (3.5万錘)が

誕生して強力な競争相手となった。しかし，経

営を交替した次世代，とりわけポーブエル

Ludwig Povelが新製品，ウォーター糸のよる

エプロン Waterschurzeや柄物 Buntwaren

などの特産品を開拓した。そして，紡績企業の

新設あるいは新規参入によって，その錘数も約

20万まで上昇した。ノルトホルンでも， 1913年

の労働者総数3，485のうち， 800人がオラン夕、国

籍で，うち300人は国境から 4km(ノルトホルン

からは8.5km)離れたデーネカンプ Denekamp

から通勤していた18)。

IV.おわりに

以上，概略を叙述してきたように，隣接する

トゥウェンテと西ミュンスターラントは，それ

ぞれオランダとプロイセン=ドイツのなかで

は，交通の不便な辺境ないし国境地帯として不

利な環境に置かれ，どちらかといえば停滞を続

げながらも， 19世紀を通じて，ヨーロツパでも

有力な綿業地域に成長しえた。そして，とりわ

け国境に近いエンスへーデとグローナウ，ノル

トホルンは，企業家や資本，労働力の点でも，

緊密な関係を取り結んで来た。しかし，第一次

世界大戦の勃発とともに，こうした関係には終

止符が打たれることになる。ドイツ側の綿業は，

戦争による貿易や海運の途絶や外貨割り当ての

削減によって原綿の輸入が困難になり，戦時下

18) Specht (1940) ;Wichermann (1979)， 195ff. 1913年

に 8万錘と織機1200台を備えた最大の紡績=織布企

業である Ni巴hues~Duttingは， 1898年の設立で，ニー

ブースはミュンスターの大学教授の息子であり，デ

ユツテイングはオースナブリュックのワイン商人で

あった。なお，オルデンザールとノルトホルンの食

料=住宅費の比較 (1912年)は， Lasotta(1989) ，30. 
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では不急の民需産業として軍用を除いて綿製品

の生産は禁止され，亜麻や大麻，スフなどの代

用品を用いて細々と生産を続けた。こうしたな

かでオランダ人労働者は通勤が不可能となった

り，職を喪失し，またドイツ居住者も兵役をの

がれてオラン夕、に逃げ帰った。

1918年の休戦以降も， ドイツの綿業は，原綿

や石炭，電力の不足と，かつてオラン夕、に頼っ

た労働力の調達先を失ってその再開は容易では

なかった。とりわけ，かの大インフレで，オラ

ンダでの就業が魅力的になり，なかんづく女中

や既製服産業などに 5万人もの女性がオランダ

で職をえていた。こうしたなかでも，グローナ

ウの諸企業は，オランダとの繋がりを利用して，

その下請生産によって生産を再開できたし，ア

イラ一マルク紡績のごとく，完全にオラン夕、所

有の企業では増資やイギリス炭の供給を受ける

ことができた。しかし，減価したマルクによっ

てはもはやかつてのようにオランダ人労働者を

吸引できなかったので，代わりポーランドのウ

ッジやアルザスからの引揚者やシュレージエン

さらにはザクセンなどからの移住者，あるいは

ルール地方からの婦人労働者でそのあとを埋め

ることになって，各企業の労働者住宅建設もよ

うやく本格的に進められた19)。
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